
日
本
で
た
だ
一
つ
、
学

校
給
食
の
歴
史
資
料
を
展

示
し
て
い
る
「
学
校
給
食

歴
史
館
」
が
埼
玉
県
北
本

市
に
あ
り
ま
す
。

日
本
で
初
め
て
の
給
食

は
「
明
治

年
に
山
形
県

、

22

の
大
督
寺
内
に
あ
る
忠
愛

小
学
校
で
、
貧
困
家
庭
の

子
ど
も
た
ち
に
無
償
で
昼

食
を
提
供
し
た
の
が
始
ま

り
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

館
内
入
口
に
は
、
大
督

寺
境
内
「
学
校
給
食
発
祥

の
地
」
の
記
念
碑
の
レ
プ。

リ
カ
が
出
迎
え
て
い
ま
す

「
学
校
給
食
発
祥
の
地

・
鶴
岡
」
が
大
切
に
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

選
ば
れ
る
ま
ち

全
国
の
自
治
体
は
、
急

速
な
少
子
化
の
も
と
で
、

「

」

競
っ
て
子
育
て
支
援
策

や
「
若
者
・
子
育
て
世
代

、
に
選
ば
れ
る
ま
ち
」
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ど
の
自
治
体。

も
似
た
よ
う
な
政
策
で
す

。

鶴
岡
市
は
ど
う
す
る
か

他
の
自
治
体
で
は
出
来

な
い
施
策
が
、
日
本
の
学

校
給
食
発
祥
の
地
・
鶴
岡

と
し
て
の
「
日
本
一
お
い

し
い
給
食
」
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

人
は
、
美
味
し
い
食
べ

も
の
を
求
め
て
移
動
し
ま

す
。鶴

岡
市
の
第
２
次
総
合

計
画
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

、「

、

。

ズ
は

毎
日
お
い
し
い

こ
こ
で
、
暮
ら
し
た
い
」。

で
す
。

な
ら
ば
「
日
本
一
お
い

、

し
い
学
校
給
食
」
で
「
選
、

ば
れ
る
ま
ち
」
を
目
指
し

ま
せ
ん
か
。

効
率
優
先
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
セ

、「

」

ン
タ
ー
で
は

発
祥
の
地

が
泣
き
ま
す
。
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（月２００円程度）
10月 14人 1,510円
9月 36人 27,790円

７

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

半
澤
家
と
寺
子
屋

藤
島
か
ら
八
色
木
の
入

口
に
皇
大
神
社
が
あ
り
、

境
内
に
面
し
た
一
角
に
、

半
澤
家
の
遺
跡
が
あ
る
。

そ
の
中
に
「
故
半
澤
正
水

先
生
之
碑
」
が
あ
る
。

半
澤
家
は
、
羽
黒
山
修

験
者
で
羽
黒
派
華
藏
院
の

末
寺
一
乗
院
で
あ
り
、
祈

願
檀
家
百
五
軒
を
も
つ
山

伏
（
先
達
）
で
あ
っ
た
。

今
年
（
２
０
２
３
）
６

月
、
神
事
光
弥
さ
ん
と
羽

黒
探
訪
の
際
、
先
達
の
慰

霊
碑
が
何
基
か
あ
っ
た
。

そ
の
中
ノ
一
番
碑
が
一
乗

院
で
あ
っ
た
。

境
内
の
広
さ
は
わ
か
ら

な
い
が
、
羽
黒
山
を
遥
拝
よ
う
は
い

で
き
る
小
高
い
地
に
堂
を

設
け
、
地
方
の
信
仰
を
集

め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

村
の
南
は
ず
れ
に
行
人

塚
が
あ
っ
た
が
、
一
乗
院

の
境
内
で
な
か
っ
た
か
と

想
像
さ
れ
る
。

こ
の
塚
は
、
圃
場
整
備

の
際
、
石
仏
と
み
ら
れ
る

石
魂
が
多
く
発
掘
さ
れ
た

と
い
う
。

（

）、

慶
応
４
年
１
８
６
８

神
仏
分
離
に
よ
り
、
一
乗

院
は
村
鎮
守
と
な
る
よ
う

請
願
し
て
い
る
。

古
文
書
に
よ
れ
ば
、
八

色
木
村
鎮
守
を
観
音
社
と

し
、
御
神
躰
は
稲
倉
魂
尊

と
す
る
こ
と
、
末
社
を
し

て
大
神
宮
一
宇
法
龍
大
明

神
も
守
護
し
た
い
、
私
儀

（

）

、

は
社
人
神
職
と
し
て

勤
め
奉
る
と
の
願
書
を
、

明
治
２
年

月
、
社
寺
方

10

。

御
役
所
に
提
出
し
て
い
る

（

）、

明
治
５
年
１
８
７
２

太
政
官
布
告
に
よ
り
「
一
、

般
の
人
民
、
華
士
族
農
工

商
及
び
婦
女
子
は
必
ず
村

に
不
学
の
戸
な
く
、
家
に、

不
学
の
人
の
な
い
よ
う
に

」

必
ず
学
に
従
事
す
る
こ
と

と
な
っ
た
い
わ
ゆ
る
学

。

「

制
頒
布
」
で
あ
る
。

は
ん
ぷ

沿
革
誌
に
よ
れ
ば
、
明

治
９
年
（
１
８
７
６
）
12

月

日
、
半
澤
家
を
借
り

20
て
八
栄
小
学
校
と
し
、
半。

澤
多
聞
が
教
員
と
な
っ
た

八
色
木
村
と
豊
栄
村
の
学

齢
児
童
１
４
２
人
の
う
ち

人
が
就
学
し
て
い
る
。

15
当
時
、
小
中
島
村
は
須

走
と
一
緒
で
、
地
福
院
で

学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
、
八
色
木
小
鷹

亀
太
郎
家
（
丸
山
床
屋
）

か
ら
熊
木
伊
左
衛
門
宅
へ

と
変
わ
り
、
明
治

年
に

28

西
野
１
６
０
番
地
（
旧
八

）

。

色
木
公
会
堂
に
移
っ
た

半
澤
正
水
は
、
多
聞
の

長
男
で
明
治

年
２
月

13

15

日
生
ま
れ
。
山
形
師
範
学

校
を
卒
業
し
、
畑
の
一
角

に
小
屋
を
建
て
、
村
の
青

年
を
集
め
て
私
塾
を
開
い

た
。
特
に
日
本
外
史
の
解

説
は
塾
生
を
魅
了
し
た
。

大
正
３
年
４
月

日
、

20

歳
の
若
さ
で
没
し
た
。

36
向
学
心
に
燃
え
る
若
者

が
、
夜
の
更
け
る
の
も
忘

れ
て
勉
学
し
た
と
言
う
。

私
の
父
も
学
ん
だ
よ
う

で
あ
っ
た
が
教
科
書
日

、

「

本
外
史
」
は
袋
と
じ
の
生

紙
で
、
全
文
漢
字
で
読
む

こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

「
学
校
給
食
発
祥
の
地
」
鶴
岡
だ
か
ら
こ
そ

自
校
直
営
給
食
を
や
り
ま
せ
ん
か

学
校
給
食
の
理
想
は
「
自
校
直
営
方
式
」

で
す
。

学
校
の
敷
地
内
に
調
理
室
が
あ
り
、
熱
々

の
出
来
た
て
の
給
食
を
提
供
で
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
調
理
室
を
見
せ
た
り
、
調

理
中
の
匂
い
が
食
欲
を
引
き
出
し
ま
す
。

学
校
の
教
科
と
行
事
と
連
携
し
た
給
食
が

で
き
、
高
い
教
育
効
果
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。

地
産
地
消
や
、
有
機
給
食
も
取
り
組
み
や

す
く
、
地
域
の
農
家
も
元
気
に
な
り
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
で
な
く
、
毎
日
が
お
い

し
い
「
自
校
直
営
給
食
」
に
し
ま
せ
ん
か
。

日
本
で
た
だ
一
つ

日
本
で
初
め
て
の
給
食

館
内
入
口
に
大
督
寺
の

学
校
給
食
歴
史
館

大
督
寺
忠
愛
小
学
校
の

「
学
校
給
食
発
祥
の
地
」

（
埼
玉
県
北
本
市
）

お
に
ぎ
り
給
食
を
展
示

記
念
碑
の
レ
プ
リ
カ

「
学
校
給
食
歴
史
館
」



ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ

キ
ス
タ
ン
で
、

年
に
渡

35

り
、
病
や
貧
困
に
苦
し
む

人
々
に
寄
り
添
い
続
け
、

２
０
１
９
年

月
に
、
何

12

者
か
の
凶
弾
で
命
を
奪
わ

れ
た
医
師
・
中
村
哲
さ
ん

の
映
画
「
劇
場
版

荒
野

」
、

に
希
望
の
灯
を
灯
す
が

鶴
岡
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
で

上
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

月

日
ま
で

10

27
中
村
哲
さ
ん
は
当
初
、

貧
困
と
格
差
に
苦
し
む
ア

フ
ガ
ン
で
、
医
師
と
し
て

治
療
に
あ
た
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の

９
・

報
復
で
の
ア
フ
ガ

11

ン
戦
争
の
最
中
、
砂
漠
に

用
水
路
を
引
い
て
緑
の
大

地
に
変
え
、
食
料
生
産
を

取
り
戻
し
、
人
々
に
希
望

を
与
え
る
事
業
に
、
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
取
り
組
み

ま
し
た
。

人
間
は
こ
こ
ま
で
出
来

る
の
か
と
い
う
重
い
が
伝

わ
り
ま
す
。

上
映
は
、
ま
ち
な
か
キ

ネ
マ
。
期
間
は
、

月
７

10

日
か
ら

月

日
ま
で
で

10

27

す
。上

映
時
間
は
「
鶴
岡
ま

、

ち
な
か
キ
ネ
マ
」
に
お
問

い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

▲
３
日
間
ぐ
ら
い
は
ズ
ボ、

ン
に
ま
で
色
が
付
い
た
が

。

今
は
ど
う
っ
て
こ
と
な
い

幸
い
な
事
は
、
噛
ま
れ
た

場
所
が
ケ
ッ
チ
タ
ン
ポ
で

な
か
っ
た
の
で
、
車
の
運

転
に
支
障
が
な
か
っ
た
。

▲
そ
の
犬
、
こ
の
頃
居
る

気
配
が
し
な
い
ん
だ
。
ひ

ょ
っ
と
し
て
処
分
？

だ

と
し
た
ら
可
哀
そ
う
だ
。

そ
の
日
、
戸
を
開
け
て
お。

い
た
の
が
悪
い
ん
だ
か
ら

犬
は
か
じ
っ
た
後
、
お
座

り
の
ス
タ
イ
ル
な
ら
、
な

ぜ
か
じ
っ
た
ん
だ
。
犬
だ

か
ら
し
ょ
う
が
な
い
か
。

▲
俺
も
犬
を
飼
っ
た
も
ん

だ
が
、
数
回
は
他
人
様
を

か
じ
っ
た
ネ
。
あ
の
頃
は、

放
し
飼
い
も
結
構
あ
っ
て

俺
の
所
も
放
し
飼
い
は
多

。

、

か
っ
た
放
れ
て
い
れ
ば

危
険
な
ら
逃
げ
先
は
縁
の

下
。
普
段
他
人
様
が
来
れ

ば
尻
尾
を
振
る
だ
け
。
だ

か
ら
、
か
じ
っ
た
の
は
、

繋
が
れ
て
い
た
時
だ
け
な

ん
だ
で
。
家
の
裏
に
繋
が

れ
て
か
じ
っ
た
の
は
、
彼。

が
仕
事
を
し
た
っ
て
事
や

（
石
川
）

代
文
」
の
合
体
文
を
示
し

た
い
。

東
田
川
史
跡
物
語

『
駐
鑾
之
碑

（
明
治
天
皇
御
休

』

青
山

崇

所
記
念
碑
）
①

を
示
し
、
次
号
か
ら
碑
文

の
「
読
み
下
し
」
と
「
現

天
皇
の
東
北
・
北
海
道

日
の
行
幸
は
、
明
治

74

14

年
の

日
に
及
び
、
６
大

74

巡
幸
で
最
も
長
い
。
そ
の、

中
の
県
内
行
幸
に
つ
い
て

『
山
形
県
巡
幸
記
』(

山
形

県
教
育
界
編
：
１
９
１
６

（
大
正
５
）
年
刊
：
県
図

書
館
蔵)

『
山
形
県
行
幸

）、

記
念
写
真
帳
（

点
：
編

』
20

者
不
詳
：
１
９
４
７
年
刊

：
県
図
書
館
蔵
『
庄
内
地

）

方
御
巡
幸
記
（
編
者
不
詳

』

：
１
９
４
０
年
刊
：
東
北

公
益
文
科
大
学
蔵
）
な
ど

が
あ
る
。

以
上
を
主
な
参
考
に
駐
『

鑾
之
碑
』
か
ら
郡
制
と
国

政
の
か
ら
み
な
ど
を
考
え

た
い
。

今
回
は
、
碑
の
構
造
を

（

）

見
る
写
真
と
碑
文
全
文

犬
の
仕
事

民
報
と
新
つ
る
お
か
を

毎
週
配
っ
て
い
る
。
数
軒

で
は
居
宅
内
に
犬
を
飼
っ

。

、

て
い
る
座
敷
お
犬
様
が

各
々
特
徴
あ
る
声
で
俺
を

毎
回
熱
烈
歓
迎
し
て
く
れ

る
。
犬
は
、
飼
い
主
と
表

に
出
て
い
る
時
は
声
を
出

さ
な
い
か
ら
、
家
の
中
に

い
る
時
は
番
犬
だ
と
思
っ

て
い
る
ん
だ
ろ
う
ナ
。

▲
あ
れ
は
３
ヶ
月
位
前
、

大
型
犬
が
俺
を
か
じ
っ
た

ん
だ
。
放
れ
て
い
る
の
が

判
れ
ば
注
意
も
出
来
た
も

の
。
郵
便
受
け
に
手
を
出

し
た
ら
後
ろ
か
ら
２
声
も

声
が
し
た
ろ
う
か
、
左
腿

に
食
い
つ
い
た
も
の
だ
。

▲
大
声
を
出
し
な
が
ら
後

ろ
向
く
と
、
犬
も
大
声
で

吠
え
て
い
る
。
吠
え
て
い

る
が
、
お
座
り
の
ス
タ
イ

ル
だ
か
ら
こ
れ
で
済
ん
だ

ん
だ
。
お
座
り
し
て
い
て

も
彼
の
頭
は
、
俺
の
顎
の

あ
た
り
だ
か
ら
、
大
き
さ

は
想
像
で
き
る
で
し
ょ
。

そ
ん
な
大
型
犬
だ
っ
た
。

史
跡
内
に
２
つ
の
石
碑

が
あ
る
。

一
つ
は
こ
の
駐
鑾
ち

『

（

ゅ
う
ら
ん
）
之
碑
（
篆
書

』
て
ん

体
、
２
つ
は
『
島
野
嘉
作

）
氏
稲
作
改
良
碑
』
で
、
こ

れ
ら
も
史
跡
の
一
部
を
構

成
し
て
い
る
も
の
で
大
切

に
し
た
い
。

人
間
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感

故
中
村
哲
さ
ん
の
願
い
映
画
化


